
私
た
ち
と
共
に
新
し
い
労

働
運
動
を
作
ろ
う
。
新
し
い

当
た
り
前
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
全

体
に
広
め
て
い
こ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
将
来
を
考

え
、
下
し
た
決
断
に
間
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ

ニ
オ
ン
が
所
属
す
る
Ｊ
Ｒ
連

合
、
全
国
８
万
２
千
名
の
仲

間
と
共
に
歓
迎
し
ま
す
。
自

ら
の
明
日
を
共
に
切
り
拓
い

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
使
関
係

を
憂
慮
す
る
将
来
の
仲
間
に

対
し
て
、
私
た
ち
が
目
指
す

理
念
と
信
念
の
思
い
を
伝
え

よ
う
。

未
来
に
誇
れ
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
創
造
の
た
め
に
、
真
に

必
要
と
さ
れ
る
労
働
組
合
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考

え
な
が
ら
、
先
ず
は
、
社
員

の
た
め
の
「
企
業
内
労
働
組

合
」
で
あ
る
こ
と
。

次
代
へ
の
継
承
は
国
鉄
採

用
社
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
採
用
社
員

へ
鉄
道
の
歴
史
、
特
に
国
鉄

改
革
の
必
要
性
や
鉄
道
マ
ン

と
し
て
の
誇
り
と
責
任
も
継

承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
私
た
ち
が
目
指
す

理
念
と
信
念
〉

１

企
業
内
労
働
組
合
と
し

て
会
社
の
社
会
的
信
頼
と
発

展
が
、
そ
こ
に
働
く
社
員
の

幸
せ
に
直
結
す
る
こ
と
を
土

台
に
、
労
働
条
件
の
向
上
と

労
働
環
境
の
改
善
を
し
っ
か

り
議
論
で
き
る
労
使
関
係
を

構
築
し
よ
う
。

２

会
社
発
展
の
た
め
施
策

提
言
型
の
運
動
を
ベ
ー
ス
に
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
も
果
た
せ
る
労
働
運

動
を
構
築
し
よ
う
。

３

国
鉄
時
代
へ
の
回
帰
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
権
力
や
会

社
を
一
方
的
に
敵
視
す
る
組

合
運
動
を
見
直
そ
う
。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１８（Ｈ３０）年６月１日 第４６号（１）
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ホームページ検索
「ＪＲＥユニオン」

コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

東
京
地
方
本
部
で

三
名

組
織
拡
大

労
組
に
属
さ
な
い
と
い
う
考
え
方
の
蔓
延
は
由
々
し
き
事
態

労
働
組
合
の
意
義
を
伝
え
、
更
な
る
組
織
拡
大
を
は
か
ろ
う

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
最
優

先
の
意
識
を
浸
透
・
共
有
化

す
る
目
的
で
５
月
10
日
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に

於
い
て
「
第
10
回
安
全
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
全

国
か
ら
組
合
員
や
来
賓
な
ど

約
３
０
０
名
が
集
ま
っ
た
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、

菅
野
中
央
執
行
委
員
長
他
６

名
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

冒
頭
の
黙
祷
で
始
ま
っ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
松
岡
Ｊ

Ｒ
連
合
会
長
か
ら
、
福
知
山

線
列
車
事
故
を
は
じ
め
と
す

る
重
大
事
故
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
と
、
そ
こ
か
ら
得
た
教

訓
を
決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
安
全
最
優
先
の
意

識
を
浸
透･

共
有
化
し
よ
う
。

そ
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
を
は
じ
め

グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会
社

を
含
め
た
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ

関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故･

重

大
労
災
ゼ
ロ
」
と
い
う
目
標

の
達
成
に
む
け
て
、
他
産
業

や
現
場
の
事
例
を
学
び
、
す

べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

幸
せ
の
実
現
に
む
け
て
、
着

実
に
行
動
し
て
い
く
と
い
っ

た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

事
故
防
止
は
「
事
故
後
の
対

策
」
か
ら
「
事
故
の
未
然
防

止
」
へ

第
１
部
は
、
河
合
篤
西
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

安
全

研
究
所
所
長
よ
り
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
減
ら
す
た
め

に
～
ヒ
ト
の
特
性
と
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
～
」
に
つ
い
て

基
調
講
演
を
頂
い
た
。

第
２
部
は
、
加
盟
組
合
３

単
組
か
ら
取
り
組
み
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。

第
３
部
で
は
、
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
い
く
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
労
働
科
学
研
究
所

酒

井
所
長
、
航
空
連
合

内
藤
事

務
局
長
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

高
本

安
全
推
進
部
担
当
室
長
と
、

加
盟
単
組
代
表
３
名
が
パ
ネ

ラ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

安
全
と
は
、
お
客
様
の
安
全

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
働

く
人
の
安
全
が
大
切
で
あ
る

こ
と
。
組
織
の
壁
（
権
威
勾

配
・
本
社
と
支
社
、
支
社
と

現
場
・
発
注
元
と
元
受
と
下

請
け
）
の
問
題
や
、
の
ぞ
み

34
号
台
車
事
故
に
つ
い
て
も

触
れ
ら
れ
、
確
認
し
あ
う
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
が
議
論
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
人
で
し
か

担
え
な
い
安
全
が
有
る
と
し

て
、
安
全
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
当

た
り
前
の
こ
と
を
、
Ｂ
ぼ
ん

や
り
し
な
い
で
、
Ｃ
ち
ゃ
ん

と
す
る
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。

JR
連
合
「
第
10
回

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
安
全
確
立
に
む
け
て

第３部 パネリストの皆さん

祝･

組
織
拡
大

新潟地本に続き

東京地本で

３名の組織拡大



斎
藤

修

新
潟
地
本
執
行
副
委
員
長

基
調
講
演
で
は
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
「
０
」
に
は

な
ら
な
い
。
人
間
は
「
分
か
っ

た
振
り
を
す
る
」
「
不
都
合

な
情
報
を
言
わ
な
い
」
安
楽

に
生
き
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ

ク
タ
ー
と
作
業
内
容
や
作
業

環
境
な
ど
が
合
致
せ
ず
エ
ラ
ー

に
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
の

特
性
を
理
解
し
て
安
全
の
確

立
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

新
人
は
知
識
不
足
で
先
輩
の

確
認
等
に
分
か
っ
た
振
り
で

ご
ま
か
し
、
エ
ラ
ー
を
起
こ

す
。
熟
練
者
は
基
本
と
違
う

が
大
丈
夫
だ
か
ら
と
楽
な
方

法
を
取
る
。

私
自
身
、
業
務
の
中
で
基

本
動
作
を
常
に
や
っ
て
い
る

か
と
考
え
る
と
、
稀
に
不
安

を
感
じ
る
時
が
あ
る
。
同
僚

は
、
ど
う
な
の
か
と
思
う
こ

と
も
あ
る
。
業
務
の
エ
ラ
ー

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
日

頃
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
大
切
さ
が
訴
え
ら
れ

た
。
「
先
輩
と
後
輩
」
「
上

司
と
部
下
」
ま
た
は
、
「
Ｊ

Ｒ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
や
協

力
会
社
」
の
壁
を
越
え
て
間

違
い
を
正
し
合
い
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
も
隠
す
こ
と
な
く
報
告
で

き
る
環
境
や
風
土
が
望
ま
し

い
。白

河
の
研
修
セ
ン
タ
ー
に

事
故
の
歴
史
展
示
館
が
あ
る
。

羽
越
線
脱
線
事
故
現
場
に
は
、

誰
で
も
献
花
で
き
る
慰
霊
碑

が
あ
る
。
今
は
薄
れ
た
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
メ
モ
の
存
在
等
々
、

安
全
を
考
え
る
機
会
や
ツ
ー

ル
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

和
知
利
昭

前
中
央
執
行
委
員

昨
年
の
安
全
指
針
改
訂
に

も
関
わ
ら
ず
、
労
災
死
亡
事

故
や
新
幹
線
の
台
車
事
故
な

ど
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
調
査
で
は

尼
崎
脱
線
事
故
前
と
事
故
後

に
入
社
し
た
社
員
で
は
、
事

故
を
風
化
さ
せ
な
い
と
い
う

意
識
に
若
干
の
認
識
の
差
が

あ
る
と
言
う
報
告
が
あ
っ
た
。

「
の
ぞ
み
34
号
」
台
車
事
故

で
は
違
和
感
は
あ
っ
た
が
初

期
の
段
階
で
止
め
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
の
は
、
安
全
綱

領
に
あ
る
「
疑
わ
し
い
と
き

は
・
・
・
最
も
安
全
と
認
め

ら
れ
る
み
ち
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

の
認
識
が
薄
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

こ
の
一
年
間
で
死
亡
労
災

事
故
も
４
件
発
生
の
報
告
が

あ
っ
た
。

河
合
所
長
が
基
調
講
演
で

話
し
た
よ
う
に
、
鉄
道
で
は

大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
か

ら
安
全
対
策
を
行
っ
て
き
た

傾
向
が
あ
る
。
今
一
度
、
尼

崎
脱
線
事
故
直
後
の
安
全
に

対
す
る
危
機
感
を
持
つ
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
言
葉
が
身
に
染
み
た
。

添
田
寿
男仙

台
地
本
執
行
委
員
長

Ｊ
Ｒ
連
合
第
10
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
に
ど
う
向
き
合
う
か
、

組
織
の
枠
を
超
え
た
安
全
へ

の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
安
全
研
究
所
所
長
、
河
合

篤
氏
よ
り
、
人
間
の
特
性
か

ら
発
生
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
、
事
象
が
発

生
し
な
い
と
対
処
し
な
い
シ

ス
テ
ム
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
先
取
り
し
た
対
策

が
重
要
と
述
べ
ら
れ
た
。

３
単
組
か
ら
の
報
告
は
、

実
際
に
発
生
し
た
事
象
と
対

策
の
取
り
組
み
、
安
全
に
対

す
る
問
題
意
識
を
高
め
る
た

め
の
実
践
等
が
報
告
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

い
く
か
を
テ
ー
マ
に
、
鉄
道

事
業
の
一
層
の
発
展
に
向
け

て
、
働
き
方
、
人
材
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
面
か
ら
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
結
び
付
く
要

素
を
挙
げ
、
様
々
な
観
点
か

ら
議
論
が
な
さ
れ
た
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
結

果
で
あ
っ
て
原
因
で
は
な
い
。

そ
れ
を
無
く
す
に
は
如
何
に

す
べ
き
か
。
人
間
は
ミ
ス
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

そ
れ
を
防
止
す
る
に
は
シ
ス

テ
ム
化
、
働
き
方
、
作
業
内

容
、
作
業
環
境
等
、
日
々
の

中
か
ら
考
え
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め

て
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１８（Ｈ３０）年６月１日 第４６号（２）

Ｊ
Ｒ
連
合･

第
10
回

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

「夏季手当」（再確認）

支払いの要求について
申８号（５月14日提出）

基準内賃金の
3.2ヶ月分を６月29日
までに支払うこと。
・成績率の適用については、
公正厳格に行うとともに、
人材育成に有効に活用する
こと。

・好調な企業業績を踏まえ、
安全・サービスに更なる投
資を行うこと。

2017年度決算、

当期純利益は過去最高。

納得のいく成果配分を求める!!

本
部
は
、
５
月
17
日
、
乗

務
員
勤
務
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
提
案
を
受
け
た
。

現
在
の
乗
務
員
勤
務
制
度

は
平
成
４
年
３
月
に
制
定
さ

れ
、
26
年
間
運
用
さ
れ
て
き

た
。時

代
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
業
務
改
革
や
生
産
性
の

向
上
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
実

際
に
働
く
者
の
声
が
し
っ
か

り
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
、
さ
ら
に
、
働
き
方
の
改

善
と
効
率
化
に
つ
い
て
、
よ

く
分
析･

検
討
し
た
う
え
で
、

本
提
案
が
よ
り
良
い
勤
務
制

度
に
成
る
よ
う
、
組
合
員
の

声
を
集
め
、
次
世
代
に
向
け

た
乗
務
員
勤
務
制
度
を
め
ざ

し
な
が
ら
、
時
間
軸
を
大
切

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
真

摯
に
建
設
的
な
協
議
を
は
か

る
も
の
と
す
る
。

今
後
、
本
施
策
に
対
し
て

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
地
方

部
会
集
会
等
を
通
じ
て
意
見

を
集
め
本
部
集
約
を
し
て
い

き
ま
す
。

【
提
案
の
項
目
】

１
．
多
様
な
働
き
方
の
実
現

２
．
効
率
化
の

さ
ら
な
る
追
求

３
．
働
き
が
い
の

さ
ら
な
る
創
出

４
．
賃
金
制
度
の
改
正

５
．
そ
の
他

６
．
実
施
時
期：

平
成
30
年

度
末
ダ
イ
ヤ
改
正
（
予
定
）

に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。

乗
務
員
勤
務
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
「
提
案
」
を
受
け
る


